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「
乾
瑞
丸
轟
沈
」 

 
 
 
 

鉄
兵
団
の
惨
劇 

兵
庫
県 

 

岸 

上 

房 

雄 
 
 

  

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
一
日
、
兵
庫
県
神

崎
郡
神
崎
町
岩
屋
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
最
古
の
銀
山

の
生
野
郷
の
隣
村
が
神
埼
村
で
あ
り
ま
す
。
貧
富
の
格
差

厳
し
い
時
代
で
、
一
生
懸
命
に
働
く
精
神
の
両
親
に
育
て

ら
れ
無
事
に
成
人
で
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
徴
兵
検
査
を
受
け
第
一
乙

種
合
格
で
し
た
。
が
甲
種
合
格
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
中
部
第
五
十
四
部
隊
（
姫
路

輜
重
兵
連
隊
）
へ
入
営
し
ま
し
た
。
部
隊
は
三
個
中
隊
あ

り
ま
し
た
。
第
一
、
第
二
中
隊
は
挽
馬
中
隊
で
、
第
三
中

隊
は
新
設
の
自
動
車
中
隊
で
し
た
。
盛
大
な
見
送
り
を
受

け
て
営
門
を
入
っ
て
身
体
検
査
を
受
け
「
良
し
」
で
し
た
。 

 

こ
の
時
点
に
お
い
て
病
気
が
判
明
し
た
場
合
は
即
日
帰

郷
と
な
り
、
不
名
誉
な
こ
と
で
す
。
親
や
親
戚
に
申
し
訳

な
し
と
て
自
殺
し
た
り
、
行
方
不
明
の
逃
走
し
た
者
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

入
隊
当
日
は
教
育
係
下
士
官
か
ら
「
今
日
一
日
は
貴
様

達
は
お
客
さ
ん
扱
い
だ
。
明
日
か
ら
は
充
分
鍛
え
る
か
ら

心
せ
よ
」
で
し
た
。 

 

第
一
中
隊
の
集
合
教
育
隊
で
し
た
。
郷
土
に
お
い
て
兵

役
満
期
の
在
郷
軍
人
会
の
先
輩
か
ら
種
々
体
験
談
を
教
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
の
身
を
も
っ
て
体
験
す

る
段
に
な
り
ま
す
と
（
見
る
と
聞
く
と
は
大
違
い
）
起
床

ラ
ッ
パ
で
飛
び
起
き
、
一
日
の
行
事
が
目
が
廻
る
程
大
多

忙
で
し
た
。 

 

日
常
の
肉
体
訓
練
以
外
に
、
軍
人
勅
諭
に
始
ま
り
各
典

範
令
と
い
っ
て
諸
事
一
切
が
規
定
、
規
約
、
守
則
に
て
縛

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

自
分
達
の
青
少
年
期
に
村
の
老
人
が
よ
く
言
っ
て
い
た
。

軍
隊
へ
入
っ
て
無
事
満
期
を
勤
め
て
き
た
ら
「
一
人
前
の

男
だ
、
嫁
さ
ん
も
来
る
ぞ
」
で
し
た
。 

 

た
し
か
に
初
年
兵
の
労
苦
を
思
え
ば
世
界
中
に
恐
れ

戦
わ
な
な

く
も
の
は
何
一
つ
無
い
と
言
う
程
、
自
分
は
真
面
目
に
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一
生
懸
命
だ
っ
た
。
月
間
何
度
と
不
寝
番
が
当
た
り
、
古

年
兵
次
兵
と
組
み
に
な
っ
て
の
深
夜
の
勤
務
、
ま
た
輜
重

隊
で
す
か
ら
軍
馬
が
い
ま
す
。
こ
の
厩
当
番
は
大
変
だ
っ

た
。
軍
馬
は
利
口
な
生
き
物
で
す
。
自
分
達
の
よ
う
な
素

人
に
は
馬
鹿
に
し
て
前
脚
で
抱
き
つ
い
た
り
噛
み
つ
き
や
、

後
脚
で
蹴
ら
れ
た
り
馴
れ
る
ま
で
が
大
変
だ
っ
た
。 

  

第
一
期
の
検
閲
終
了
。
一
泊
外
出
許
可
に
て
故
郷
へ
帰

り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
出
動
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
各
戦
線

は
拡
大
し
て
ど
の
方
面
へ
の
出
動
か
一
切
不
明
で
す
。
皆

様
に
別
れ
を
告
げ
て
帰
営
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
四
月
初
旬
、
屯
営
出
発
、
城
南
練
兵
場
に

各
兵
科
の
出
陣
兵
士
集
結
し
、
護
国
神
社
に
て
武
運
長
久

と
戦
勝
祈
願
の
祈
り
を
捧
げ
、
駅
前
通
り
を
歩
武
堂
々
と

行
進
し
日
章
旗
を
打
ち
振
り
「
万
歳
！ 

万
歳
！
」
の
歓

呼
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
身
内
・
親
戚
も
駅
前
群
衆

の
中
に
い
ま
し
た
。
軽
く
手
を
振
っ
て
一
路
車
上
の
人
と

な
り
ま
し
た
。
万
感
胸
に
迫
り
ま
し
た
。 

 

下
関
か
ら
関
釜
連
絡
船
で
釜
山
に
渡
り
ま
し
た
。
当
時

の
朝
鮮
の
鉄
道
は
日
本
国
有
鉄
道
の
管
轄
だ
っ
た
の
か
、

確
実
に
輸
送
業
務
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

 

京
城
（
ソ
ウ
ル
）
の
手
前
か
ら
竜
山
を
経
て
北
進
し
、

会
寧
、
羅
津
を
通
過
し
て
豆
満
江
か
ら
満
州
国
へ
と
列
車

は
進
み
ま
し
た
。
早
春
で
す
が
車
外
は
寒
か
っ
た
。 

 

延
吉
、
寧
安
、
牡
丹
江
、
林
口
、
勃
利
を
通
過
し
て
任

地
へ
。 

「
佳
木
斯
」
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。
駅
頭
に
整
列
し
各
部

隊
か
ら
出
迎
え
た
古
年
兵
に
誘
導
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原

隊
へ
着
任
し
ま
し
た
。
自
分
達
は
駅
前
広
場
か
ら
南
へ
進

み
、
忠
霊
塔
の
小
山
の
下
を
通
過
し
て
、
第
九
師
団
司
令

部
の
堂
々
た
る
赤
煉
瓦
の
建
造
場
前
を
東
へ
、
陸
軍
病
院

の
東
隣
り
の
広
場
の
衛
兵
所
ら
し
き
所
を
歩
調
を
整
え
て

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

木
造
の
建
物
が
三
つ
四
つ
棟
が
連
な
り
、
そ
の
外
に
は

煙
突
が
幾
十
本
も
林
立
し
て
い
る
。
殺
風
景
こ
の
上
な
し

と
い
う
所
だ
っ
た
。
住
め
ば
都
と
は
良
く
言
っ
た
も
の
だ
。

自
分
も
こ
こ
に
二
年
余
り
生
活
す
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 
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輜
重
兵
第
十
連
隊
は
朝
日
兵
営
と
敷
島
兵
営
の
二
個
所

に
別
れ
て
兵
営
が
あ
っ
た
。
朝
日
兵
営
は
第
十
師
団
司
令

部
の
南
側
に
背
中
合
わ
せ
に
あ
り
、
甲
編
成
の
立
派
な
兵

舎
で
す
。
連
隊
本
部
は
付
属
部
と
第
二
大
隊
本
部
（
自
動

車
）
第
四
、
第
五
、
第
六
と
三
個
中
隊
、
輓
馬
中
隊
は
第

一
中
隊
（
西
本
隊
）
で
し
た
。
敷
島
兵
営
は
第
一
大
隊
本

部
（
金
丸
少
佐
）
第
二
、
第
三
中
隊
で
し
た
。
自
分
は
第

三
中
隊
（
中
条
隊
）
で
し
た
。
因
に
朝
日
兵
舎
は
す
べ
て

赤
煉
瓦
で
五
〇
セ
ン
チ
厚
さ
の
壁
で
二
重
窓
で
で
き
て
い

て
耐
寒
防
暑
用
に
で
き
て
い
た
。 

 

こ
れ
に
比
し
て
敷
島
兵
営
は
前
述
の
ご
と
く
殺
風
景
な

も
の
で
す
。
原
野
の
中
に
穴
を
掘
っ
た
半
地
下
兵
舎
で
す
。

屋
根
の
上
に
防
寒
用
暖
炉
「
ペ
ー
チ
カ
」
の
煙
突
が
林
立

し
て
い
る
の
で
す
。
厳
寒
零
下
三
〇
度
余
り
で
も
こ
の
建

造
物
な
ら
ば
充
分
生
活
が
出
来
得
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た

夏
季
の
猛
暑
も
非
常
に
涼
し
く
生
活
で
き
ま
し
た
。
地
上

の
建
築
物
の
厩
舎
で
す
が
、
軍
馬
は
寒
さ
に
強
く
、
訓
練
・

演
習
等
で
荒
野
の
中
の
猛
吹
雪
で
も
平
然
と
起
居
活
動
し

て
い
ま
し
た
。 

 

佳
木
斯
は
大
河
黒
竜
江
が
ソ
連
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
満

州
国
側
の
大
河
松
花
江
と
合
流
し
ま
す
。
松
花
江
も
興
安

嶺
に
水
源
を
発
し
て
ハ
ル
ピ
ン
―
方
正
―
依
蘭
―
佳
木
斯 

 

集
賢
鎮
―
柳
樹
河
子
―
富
錦
―
同
江
―
撫
遠
に
て
合
流
し

ま
す
。
佳
木
斯
付
近
の
水
源
は
河
幅
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位

で
し
た
。
海
防
艦
ぐ
ら
い
の
船
舶
は
悠
々
と
航
行
し
て
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
江
北
三
〇
キ
ロ
の
地
点
、
鶴
崗
（
鉱
山
鎮
）
に
は

鳥
取
の
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
が
駐
屯
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
松
花
江
流
域
は
土
壌
豊
富
で
、
内
地
か
ら
の
開
拓
団
や

青
少
年
義
勇
軍
の
村
落
が
数
多
く
で
き
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
輜
重
隊
は
建
軍
以
来
、
輜
重
本
科
兵
と
輜
重

輸
卒
と
二
分
さ
れ
、
他
兵
科
よ
り
一
段
下
等
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
「
輜
重
輸
卒
が
兵
隊
な
ら
ば
蝶
々
ト
ン
ボ
も
鳥

の
う
ち
、
電
信
柱
に
花
が
咲
く
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
輸
卒
は
兵
隊
に
非
ず
、
本
科
兵
の
み
が
軍
人
だ
。
昭

和
十
四
年
に
は
輸
卒
を
特
務
兵
と
呼
称
し
ま
し
た
。
ま
た

昭
和
十
五
年
よ
り
す
べ
て
を
輜
重
兵
と
同
等
待
遇
に
な
り
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ま
し
た
。
輜
重
兵
の
本
領
を
次
に
記
し
ま
す
。 

 

「
輜
重
兵
の
本
領
」
は
、 

「
戦
役
の
全
期
に
わ
た
り
確
実
迅
速
に
作
戦
の
要
求
に
応

ず
る
輸
送
及
び
補
給
を
実
施
し
も
っ
て
軍
の
戦
闘
力
を
維

持
増
進
し
そ
の
戦
捷
を
完
か
ら
し
む
る
に
在
り
。
輜
重
兵

は
、
堅
忍
持
久
の
気
力
を
備
え
全
軍
の
犠
牲
た
る
べ
き
気

魄
を
堅
持
し
自
ら
敵
の
妨
害
を
破
摧
し
あ
ら
ゆ
る
地
形
及

び
気
象
を
克
服
し
昼
夜
至
大
の
行
軍
力
を
発
揮
し
其
の
本

領
を
完
う
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
輜
重
兵
は
常
に
兵
器
を
尊

重
し
馬
の
車
輌
を
愛
護
し
輸
送
品
を
保
全
す
べ
し
。」 

 

右
の
ご
と
く
で
し
た
が
本
科
兵
は
初
年
兵
で
も
三
八
式

騎
兵
銃
を
背
負
い
長
靴
に
拍
車
を
付
け
各
人
乗
馬
一
頭
宛

で
し
た
。
特
務
兵
の
武
装
は
帯
剣
一
本
で
し
た
。
そ
の
た

め
時
の
連
隊
長
塚
本
松
太
郎
大
佐
は
輜
重
隊
全
員
に
槍
の

訓
練
を
命
じ
、
銃
剣
術
以
上
に
槍
術
訓
練
を
行
い
第
一
大

隊
の
全
軍
両
に
槍
を
装
備
し
ま
し
た
。 

 

自
分
は
特
業
（
輜
重
兵
任
務
の
上
に
特
別
技
術
、
訓
練
、

修
得
業
務
）
と
し
て
衛
生
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
約
半
年

間
、
隣
接
の
満
州
第
七
九
一
部
隊
（
陸
軍
病
院
）
へ
出
向

し
て
他
兵
科
の
同
期
生
と
軍
医
さ
ん
・
衛
生
下
士
官
か
ら

教
育
を
受
け
ま
し
た
。
衛
生
兵
操
典
に
基
づ
き
厳
格
な
教

育
で
し
た
。
内
容
は
人
体
の
構
造
（
骨
格
、
筋
肉
、
皮
膚
、

内
臓
等
々
各
器
官
の
活
動
）
疾
病
特
に
伝
染
病
等
々
で
す
。

下
手
な
薮
医
者
の
ご
と
し
で
し
た
。 

 

以
来
一
番
大
切
な
軍
務
携
行
品
は
赤
十
字
印
の
薬
納
鞄

で
し
た
。
収
容
物
品
は
鋏
・
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
消
毒
薬
・
包

帯
・
三
角
巾
・
胃
腸
頭
痛
薬
等
々
で
し
た
。 

 

特
筆
す
べ
き
は
兵
隊
さ
ん
が
悪
所
に
遊
ん
で
受
け
た
疾

病
や
毛
虱
の
処
置
薬
等
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
教
育
終

了
し
て
原
隊
復
帰
で
し
た
。
意
地
悪
だ
っ
た
古
兵
次
兵
が

一
変
し
て
温
情
を
見
せ
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
で
し
た
。 

  

夏
季
特
別
演
習
は
大
変
で
し
た
。
昼
夜
転
倒
、
訓
練
は

夕
方
に
起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
、
夜
明
け
に
消
灯
ラ
ッ
パ
で

す
。
概
ね
一
週
間
か
ら
十
日
位
の
単
位
で
し
た
。
湿
地
通

過
訓
練
も
大
変
で
し
た
。
浅
い
湿
地
は
車
両
に
積
載
の
ま

ま
進
む
が
、
水
深
が
深
く
積
載
物
品
が
水
没
の
時
は
そ
の

積
載
物
は
臂
力
搬
送
で
す
。 
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ま
た
、
冬
季
特
別
訓
練
の
場
合
も
大
地
は
鋼
の
ご
と
く

で
、
松
花
江
の
よ
う
な
大
河
も
、
小
さ
な
小
川
も
、
湿
地

帯
も
全
部
が
「
コ
チ
ン
コ
チ
ン
」
に
凍
っ
て
い
る
か
ら
行

進
は
自
由
で
す
が
、
一
週
間
位
水
上
通
過
演
習
を
行
う
と

凍
傷
患
者
が
続
出
で
衛
生
兵
は
引
っ
張
り
ダ
コ
で
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
四
月
、
第
十
師
団
が
総
力
を
結
集
し
て
、

富
錦
地
区
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
に
対
し
て
防
御
陣
地
構
築

の
た
め
「
ウ
リ
ゴ
リ
山
」
陣
地
へ
出
動
で
し
た
。
我
が
部

隊
も
全
力
で
出
動
し
、
兵
営
の
警
備
要
員
各
一
個
小
隊
が

残
留
で
し
た
。 

 

現
場
は
各
兵
科
単
位
で
陣
地
構
築
で
し
た
。
そ
し
て
師

団
参
謀
部
・
各
隊
首
脳
陣
等
に
よ
る
作
戦
会
議
で
し
た
。 

 

約
百
日
か
か
っ
て
山
の
形
が
改
ま
る
程
、
縦
横
無
尽
に

穴
を
掘
り
ま
し
た
。
七
月
初
め
だ
っ
た
。
大
本
営
発
電
「
忠

霊
塔
に
日
の
丸
立
つ
」
、
そ
し
て
司
令
部
か
ら
富
錦
陣
地
の

各
部
隊
へ
「
本
店
へ
帰
れ
」
の
秘
密
電
が
飛
ん
だ
の
で
す
。 

 

各
部
隊
は
一
目
散
に
佳
木
斯
の
原
隊
へ
帰
り
ま
し
た
。

第
二
大
隊
の
全
車
輌
を
満
杯
に
し
て
の
帰
営
で
し
た
。
残

余
の
部
隊
は
松
花
江
を
輸
送
船
で
帰
営
し
ま
し
た
。
中
に

は
外
輪
船
の
調
子
が
悪
く
、
柳
樹
河
子
や
集
賀
辺
か
ら
陸

路
引
き
上
げ
た
部
隊
も
あ
っ
た
と
か
聞
き
ま
し
た
。 

 

第
一
装
用
軍
服
（
夏
服
支
給
）
で
の
出
陣
で
し
た
。
前

年
に
部
隊
長
の
異
動
が
あ
り
塚
本
大
佐
は
暁
部
隊
へ
行
か

れ
ま
し
た
。
後
任
部
隊
長
は
九
州
佐
賀
鍋
島
の
殿
様
の
御

一
門
で
家
老
職
だ
っ
た
と
か
の
鍋
島
英
比
古
大
佐
で
し
た
。

非
常
に
厳
格
な
武
人
で
将
校
団
は
戦
々
恐
々
だ
っ
た
と
の

事
で
す
。
出
陣
に
際
し
て
は
将
校
団
に
厳
し
い
言
葉
で
叱

咤
激
励
さ
れ
た
由
で
し
た
。 

  

佳
木
斯
駅
に
て
列
車
に
乗
り
込
み
、
ハ
ル
ピ
ン
―
新
京

―
奉
天
か
ら
新
義
州
で
鴨
緑
江
を
渡
り
、
朝
鮮
を
一
路
釜

山
ま
で
一
目
散
で
し
た
。 

 

直
ち
に
集
船
し
、
門
司
港
に
て
船
団
待
ち
で
二
日
位
船

倉
へ
入
っ
て
い
ま
し
た
。
（
防
諜
の
た
め
甲
板
に
出
る
事

が
禁
止
さ
れ
て
い
た
）
。
大
船
団
を
編
成
し
て
玄
界
灘
あ
た

り
で
よ
う
や
く
甲
板
上
に
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
台
湾
の
基
隆
に
上
陸
す
る
ま
で
対
潜
警
戒
で
昼
夜
交

代
で
勤
務
に
就
き
ま
し
た
。
八
月
一
日
基
隆
上
陸
、
連
隊
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は
各
中
隊
・
小
隊
単
位
で
台
湾
全
島
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
中
隊
は
台
中
の
南
二
〇
キ
ロ
の
彰
化
街
の
楠
小
学
校

に
駐
留
し
ま
し
た
。
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
八
掛
山
に

陣
地
構
築
を
行
い
、
山
上
の
平
坦
地
に
サ
ツ
マ
芋
を
植
え

ま
し
た
。
二
・
三
町
歩
の
広
い
畑
で
し
た
。 

 

十
月
十
二
、
十
三
日
に
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
（
台
湾

沖
海
空
戦
）
Ｏ
Ｏ
飛
行
場
へ
第
二
大
隊
の
車
輌
で
中
隊
全

員
が
移
動
し
飛
行
場
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

自
分
は
軍
医
と
同
一
行
動
で
し
た
。
肉
体
労
働
は
な
く
、

の
ん
び
り
と
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
衛
生
兵
の

特
権
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
十
九
年
十
二
月
初
旬
、
「
第
十
四
方
面
軍
司
令
官

山
下
奉
文
大
将
の
隷
下
に
第
十
師
団
入
る
べ
し
」
と
の
大

本
営
よ
り
の
発
令
が
あ
り
、
岡
本
保
之
師
団
長
は
幕
僚
を

帯
同
し
て
即
マ
ニ
ラ
に
出
発
し
ま
し
た
。 

 

本
隊
は
輸
送
船
「
有
馬
山
丸
（
一
万
二
、
〇
〇
〇
ト
ン
）
」

が
先
発
と
な
り
、
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
の
第
二
、
第
三
大

隊
が
軍
旗
奉
持
し
て
乗
船
、
第
五
十
四
部
隊
は
自
動
車
第

五
中
隊
と
本
部
修
理
班
が
乗
船
し
ま
し
た
。
乗
っ
た
船
は

快
速
船
で
十
二
月
十
二
日
に
は
マ
ニ
ラ
入
港
、
即
全
員
上

陸
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
「
大
威
丸
」
、
「
江
の
島
丸
」
、
「
乾
瑞
丸
」
の
三

船
が
高
雄
港
を
出
港
し
ル
ソ
ン
島
に
向
か
い
ま
し
た
。

「
乾
瑞
丸
」
に
は
我
が
輜
重
第
十
連
隊
が
乗
船
し
鍋
島
大

佐
が
指
揮
官
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
鍋
島
連
隊
長
の
怒

号
を
最
後
ま
で
聞
き
ま
し
た
。
他
の
二
隻
は
無
事
、
我
が

「
乾
瑞
丸
」
だ
け
は
機
関
不
良
に
て
マ
ニ
ラ
入
港
前
夜
か

ら
僚
船
に
遅
れ
、
警
備
艇
や
海
防
艦
も
半
ば
我
が
「
乾
瑞

丸
」
を
見
捨
て
た
の
か
と
思
っ
た
の
は
自
分
の
僻
み
か
、

目
的
地
の
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
を
目
前
に
し
て
「
右

舷
魚
雷
発
見
！ 

航
跡
見
ゆ
！
」
で
万
事
休
す
で
し
た
。

四
隻
の
輸
送
船
の
う
ち
三
隻
は
無
事
だ
っ
た
の
に
、
我
が

乗
船
だ
け
が
敵
の
魚
雷
の
餌
食
に
な
る
と
は
、
不
運
な
一

隻
に
乗
っ
た
自
分
達
が
災
難
だ
っ
た
の
だ
と
そ
の
時
は
思

い
ま
し
た
。 

 

満
州
出
発
時
は
中
添
中
隊
長
以
下
二
百
五
十
人
だ
っ
た

の
で
す
が
「
乾
瑞
丸
」
の
轟
沈
に
て
百
余
名
が
水
漬
く
屍

と
な
り
散
華
さ
れ
ま
し
た
。
生
き
残
っ
た
者
全
員
は
丸
裸
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で
し
た
。
衣
服
、
武
器
等
の
支
給
を
受
け
日
一
日
と
生
気

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
竹
薮
で

第
三
中
隊
は
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 
中
添
中
隊
長
が
健
在
で
、
他
の
兵
団
か
ら
補
充
要
員
が

来
て
、
員
数
不
足
な
が
ら
徒
歩
小
隊
と
輓
馬
小
隊
を
再
編

成
し
ま
し
た
。
車
両
も
軍
馬
も
無
し
の
輓
馬
中
隊
で
す
。

以
後
は
体
力
・
臂
力
に
よ
る
搬
送
に
全
力
を
傾
注
す
る
の

み
で
し
た
。
自
分
は
第
一
大
隊
付
軍
医
の
佐
治
敏
治
中
尉

に
付
い
て
行
動
し
ま
し
た
。 

 

マ
ニ
ラ
平
野
北
部
の
要
衝
サ
ン
ホ
セ
に
第
十
師
団
司
令

部
、
岡
本
保
之
中
将
以
下
幕
僚
並
に
各
連
隊
幹
部
が
集
合
、

土
屋
参
謀
長
以
下
各
参
謀
に
て
作
戦
会
議
が
開
か
れ
「
第

五
四
五
四
部
隊
第
二
大
隊
は
マ
ニ
ラ
・
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
及
び
ア
バ
リ
方
面
の
資
材
を
ミ
ヌ
リ
に
急
送
せ
よ
。

第
一
大
隊
は
バ
レ
テ
峠
の
北
方
に
布
陣
し
て
本
来
の
任
務

に
邁
進
せ
よ
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

国
道
三
号
線
を
延
々
と
長
蛇
の
隊
列
で
行
進
し
ま
し
た
。

ロ
ザ
リ
オ
―
サ
ン
ホ
セ
（
五
号
国
道
）
―
ミ
ヌ
リ
―
バ
レ

テ
峠
大
和
谷
で
し
た
。 

  

昭
和
二
十
年
一
月
五
日
頃
で
し
た
。
そ
の
後
半
月
程
た

っ
た
時
、
新
任
の
相
沢
光
治
郎
中
佐
の
部
隊
長
、
同
時
に

第
一
大
隊
長
に
秋
山
博
大
尉
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
第
三

中
隊
は
マ
ン
ガ
ヤ
ン
に
布
陣
し
ま
し
た
。
佐
治
軍
医
か
ら

第
三
中
隊
へ
帰
れ
と
言
わ
れ
マ
ン
ガ
ヤ
ン
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
懐
か
し
い
戦
友
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
大
隊
（
自
動
車
）
は
妙
高
山
の
第
一
線
陣
地
に
布

陣
し
て
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
大
隊
長
は
じ
め
多
く
の

勇
士
が
玉
砕
戦
法
だ
っ
た
と
か
。
マ
ン
ガ
ヤ
ン
も
対
岸
ア

リ
タ
オ
に
兵
站
基
地
や
陸
軍
病
院
が
あ
っ
て
兵
馬
の
往
来

は
げ
し
く
、
山
下
将
軍
の
い
る
バ
ギ
オ
へ
の
裏
街
道
の
山

下
道
が
こ
こ
ア
リ
タ
オ
か
ら
通
じ
て
い
る
。
自
動
車
隊
も

輸
送
力
が
弱
く
（
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で
代
用
燃
料
で
走
行
だ

っ
た
）
、
パ
ョ
ン
ボ
ン
、
バ
ン
バ
ン
等
か
ら
バ
レ
テ
峠
天
王

山
へ
の
輸
送
に
は
第
三
中
隊
か
ら
一
個
分
隊
が
協
力
し
て

任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
撃
兵
団
が
守
備
し
て
い
る
パ
レ
テ
峠
の
西
の
サ
ラ

ク
サ
ク
峠
に
も
輓
馬
車
両
に
て
弾
薬
・
食
糧
を
輸
送
し
ま
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し
た
。
一
夜
の
う
ち
に
四
〇
キ
ロ
か
ら
六
〇
キ
ロ
位
を
歩

く
の
で
す
。
し
か
も
凸
凹
の
悪
路
で
す
。
朝
、
日
の
出
と

同
時
に
敵
機
が
飛
来
し
ま
す
。
全
員
が
一
生
懸
命
で
し
た
。 

 
マ
ン
ガ
ヤ
ン
陣
地
は
一
番
東
が
第
三
中
隊
、
小
さ
な
屋

根
を
挾
ん
で
第
二
大
隊
本
部
で
そ
れ
か
ら
西
に
第
四
中

隊
・
第
五
中
隊
・
第
六
中
隊
と
配
列
し
、
自
動
車
は
半
地

下
壕
に
格
納
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
西
側
に
撃
兵
団
の
戦

車
が
三
両
程
い
ま
し
た
が
敵
機
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
戦
爆
機
）

に
発
見
さ
れ
機
関
砲
の
波
状
連
続
攻
撃
に
よ
り
大
火
災
を

起
こ
し
て
壊
滅
し
ま
し
た
。 

 

五
号
国
道
か
ら
の
進
入
路
に
キ
ャ
タ
ビ
ラ
の
跡
を
ハ
ッ

キ
リ
残
し
た
の
が
致
命
傷
で
し
た
。
自
動
車
隊
は
「
竹
ボ

ー
キ
」
で
轍
痕
を
消
し
て
い
ま
し
た
。
第
三
中
隊
の
中
央

に
緑
の
大
樹
が
一
本
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
下
に
現
地
の
馬

（
ロ
バ
）
を
三
頭
飼
育
し
て
い
た
ら
敵
機
飛
来
後
数
分
し

て
か
ら
落
下
傘
爆
弾
を
投
下
さ
れ
た
の
が
炸
裂
し
て
死
亡

し
ま
し
た
。 

  

六
月
三
日
だ
と
思
う
「
自
動
車
隊
が
全
員
移
動
し
た
ぞ

ー
」
と
知
ら
さ
れ
、
第
三
中
隊
も
ド
バ
ッ
ク
ス
か
ら
ビ
ノ

ン
峠
を
越
え
て
カ
シ
ブ
に
移
動
し
ま
し
た
。 

 

直
ち
に
糧
秣
収
集
に
全
力
を
傾
注
し
ま
し
た
。
弾
薬
、

食
料
そ
の
他
も
一
切
補
給
無
し
で
す
。
以
後
自
力
の
み
が

頼
り
で
す
。
次
な
る
命
令
で
ビ
ナ
ガ
ン
バ
へ
転
進
で
す
。

自
動
車
隊
が
先
陣
で
進
み
、
相
沢
部
隊
長
が
本
部
を
従
え

て
進
ま
れ
ま
し
た
。
一
週
間
程
前
に
連
絡
将
校
と
第
一
中

隊
長
西
本
中
尉
が
一
個
分
隊
を
引
き
連
れ
て
先
発
、
偵
察
、

誘
導
、
状
況
報
告
を
待
た
ず
に
本
隊
の
出
発
で
し
た
。
こ

れ
が
後
々
ま
で
不
遇
を
強
い
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

因
に
偵
察
隊
は
六
日
で
目
的
地
の
隣
の
村
の
ピ
ナ
リ
パ

ッ
ト
に
到
着
し
ま
し
た
。
本
隊
は
三
週
間
経
過
し
て
ピ
ナ

パ
ガ
ン
に
つ
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
完
全
な
死
の
行
進

で
し
た
。
自
動
車
隊
の
戦
友
が
懐
旧
談
で
語
る
の
に
は
、

新
任
の
中
佐
が
先
頭
車
両
に
乗
り
、
運
転
手
の
背
後
か
ら

「
前
進
、
前
進
」
と
命
令
し
、
障
害
物
に
突
き
当
た
る
毎

に
右
側
へ
、
右
方
向
へ
と
進
路
を
取
ら
せ
た
。
左
方
に
よ

れ
ば
五
号
国
道
に
近
付
く
危
険
性
（
敵
の
進
路
に
合
致
）

が
あ
り
、
悪
く
申
せ
ば
臆
病
風
だ
っ
た
と
思
う
。
食
糧
も
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無
く
傷
夷
し
、
病
魔
の
戦
友
が
次
か
ら
次
へ
と
倒
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。
こ
の
世
の
地
獄
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

自
分
は
八
月
中
旬
に
ビ
ナ
ガ
バ
ン
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

体
力
の
回
復
を
待
ち
武
器
の
手
入
れ
を
行
い
、
次
な
る
命

令
行
動
の
準
備
万
全
を
期
し
て
い
ま
し
た
。 

  

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
、
米
軍
観
測
機
が
飛
来
し
て

一
片
の
紙
切
れ
を
投
下
し
て
去
り
ま
し
た
。 

 

『
皇
軍
兵
士
ニ
告
グ
！ 

待
望
ノ
平
和
再
ビ
来
レ
リ
。

日
本
帝
国
ガ
天
皇
陛
下
ノ
命
ニ
依
リ
遂
ニ
連
合
国
ト
講
話

ス
ル
ニ
至
ッ
タ
事
情
ヲ
吾
々
ハ
コ
ノ
一
紙
ヲ
以
テ
諸
君
ニ

通
知
ス
。
君
達
ノ
気
付
ケ
ル
如
ク
吾
ガ
軍
ノ
射
撃
ハ
ス
デ

ニ
中
止
サ
レ
タ
。
君
達
ハ
各
自
ノ
本
部
ニ
集
合
シ
将
校
ノ

指
導
ニ
従
エ
。
一
同
ガ
秩
序
正
シ
ク
吾
ガ
線
ニ
来
得
ル
様

ソ
ノ
方
法
ガ
講
ジ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
』 

 

本
部
よ
り
の
告
知
で
…
…
万
事
休
す
。 

 

九
月
Ｏ
日 

 

尚
武
作
命
、
甲
、
第
二
〇
〇
三
号 

 

尚
武
集
団
命
令 

八
月
二
十
九
日
一
、
七
〇
〇
大
和 

一
、
大
命
ニ
依
リ
予
ハ
即
時
、
戦
闘
行
動
ヲ
停
止
セ
ン

ト
ス 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ヲ
以
テ
第

十
四
方
面
軍
ニ
付
ス
ル
作
戦
任
務
ヲ
解
除
セ
ラ
ル
。 

二
、
略 

三
、
略 

四
、
略 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

尚
武
集
団
長 

山
下 

奉
文 

  

九
月
二
十
日
陣
地
を
捨
て
、
半
ば
放
心
状
態
で
、
米
軍

の
武
装
解
除
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
偶
々
マ
ラ
リ
ア
で

発
熱
し
て
い
た
の
が
幸
い
し
て
、
マ
ニ
ラ
に
護
送
さ
れ
て
、

第
一
号
の
復
員
船
に
乗
る
事
が
で
き
た
の
で
す
。 

 

老
兵
と
病
弱
者
が
こ
の
船
に
い
っ
ぱ
い
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
ま
り
言
葉
も
交
わ
さ
ず
寂
し
そ
う
な
眼
差
し
で
見

て
お
り
ま
し
た
。
引
揚
船
は
大
竹
港
に
入
り
身
体
検
査
終

了
後
二
日
目
に
国
鉄
の
交
通
切
符
を
受
け
取
っ
て
帰
郷
し

ま
し
た
。 

 

後
記
談
。
近
頃
物
忘
れ
が
多
く
、
明
日
の
事
よ
り
昨
日

の
事
、
一
昨
日
の
事
な
ど
す
ぐ
失
念
し
ま
す
が
、
六
十
年

前
の
戦
争
の
事
は
昨
日
の
行
事
の
ご
と
く
明
瞭
に
思
い
出
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さ
れ
ま
す
。
た
だ
日
時
が
不
明
確
で
前
後
を
取
り
違
え
る

事
が
多
い
で
す
。 

 

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
事
は
二
度
と
戦
争
の
無
い
平
和

の
時
代
が
永
く
続
く
よ
う
に
、
そ
し
て
戦
死
さ
れ
た
皆
々

様
の
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

愛
馬
と
別
れ
て 

 
 
 
 

南
方
戦
線
へ 

兵
庫
県 

 

山 

下 
 

 

功 
 

 

  

私
は
、
兵
庫
県
和
田
山
町
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
当
時
、
私
の
家
族
は
、
両
親
、
弟
妹
四
人
の

六
人
家
族
で
し
た
。
父
は
農
業
で
七
反
歩
の
耕
作
を
し
て

い
ま
し
た
。 

 

私
は
糸
井
村
寺
内
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

両
親
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
徴
兵
検
査
に

は
第
一
乙
種
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
現
役
の
入
隊
で
は
な

く
て
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
二
月
に
教
育
召
集
が

来
ま
し
て
姫
路
の
第
五
四
五
四
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
初
年
兵
教
育
を
六
カ
月
間
受
け
た
後
、
教
育
召

集
解
除
に
な
り
、
一
旦
家
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
結

婚
し
、
灘
の
酒
造
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
年
の
十
一
月
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
再
度
赤

紙
が
届
き
ま
し
た
。
正
式
の
召
集
令
状
で
、
再
び
姫
路
の




